
12/6(土)吉川市本部⾧杯（4チームリーグ戦）に参加しました。

【本部⾧杯結果と振り返り】

vsミトス＆スプロウト
1-1（得点者：マサヤ）

vsホワイトシャーク
2-0（得点者：ハヤト、レイ）

vs武蔵野
0-1

まずは1人少ない中で互角以上の試合が出来た事、選手達をとても誇りに思います。
常日頃からトレーニングを共に積んできている事もあり7人でも優勝出来ると予想していましたが、その通りの
展開になりました。守備は崩される事もなく拘っている一対一では選手達も楽しく対人していたと思います。
しかし、たった2度のこちらのスローインからの2失点で失ったのはボールだけではなく、勝点や優勝まで失い
ました。それは練習で再三伝えている事を逸脱したプレーでした。
選手達には細部に拘る事や普段の生活からサボらずきちんとやる事、その積み重ねである習慣が試合にも出
る事を伝えました。今日の内容・結果を忘れずに更に一回り成⾧しましょう！

・今日もたくさんの方々のご来場と応援、ありがとうございました。
運営から一点、保護者の観戦ルールについてですが、試合中の選手への声掛けは選手自身の判断を奪うよう
な内容は控えるようにと通達がありました。「外に蹴れ」「シュート打て」などはプレー中の選手の判断を奪って
しまいます。普段共にトレーニングしている指導者は、普段共有している事が抜けていたり恐れているから声に
出して伝えています。またベンチから声を出して良いのは1人だけど決まっています。
歯痒く言いたくなる気持ちも充分わかりますが、選手を信じて暖かく見守ってみてください。

ご参加・応援ありがとうございました

　　　　　愛利コーチ、全国大会で得点しました！
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関係者の皆様へ
2025 年は大変お世話になり、ありがとうござ
いました。2026 年もロードガーデンをよろしく
お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ一同

吉川市本部長杯（４年生大会）が行われました！

当チームの成本愛利臨時コーチ（山形明正高校２年）が、第 34 回全日本高等学校女子
サッカー選手権大会に出場しました。一回戦（12/29）の相手は強豪の日本航空（山梨）。
善戦はしたものの 2-8 で敗退となりました。
大差がつく中でも最後まで諦めずに戦い続け、愛利コーチも執念のロングシュートを決めました。
こういう得点が次へ生きてくると思います。来年へ繋がると思います。ロードガーデンでも、どんな状況
でも一点を取ることの重要さは伝えていきたいと改めて感じました。愛利コーチ、お疲れさまでした。


